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元が取れそうだなという様な試算があって、それに基づいてこのような選択をしたと記憶
しております。 
 
質問者② 
 ありがとうございます。ここに書いてあるような 1 万時間を超えるとお得になるという
ことでよろしいでしょうか？ 
 
発表者 
 そうですね。1万なのか 5千なのか 3千なのかその辺りはあると思うんですけれど、数千
時間動かせば得になってくるという様なイメージで正しいと思います。 
 
質問者② 
 量にもよると思うんですけれども。ありがとうございました。 
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質疑応答 
質問者① JAXA 環境試験技術ユニット 村田様 
 JAXA 環境試験技術ユニットでも EMC 試験設備を持っているんですが、規格の違いとい
うのがあって、宇宙機の規格は見慣れていますが逆に⺠間で使う機器の規格等はどうして
も JAXA にいると見られない部分があります。今回、宇宙にご参入されるとのことで、色々
調査等をされたと思うんですが、その調べる過程で⺠間規格と宇宙機規格の違いですとか、
宇宙機はここが難しい、⺠間はここが難しいといったものがあれば是非ご共有いただけな
いかなと思います。 
 
発表者 
 数か月前から始めたばかりで調査ができていないというのも正直なところで、何社かお
伺いした企業様があるんですが、やはり我々が扱っている IEC 規格に加入する方はいなく
て今のところは MIL 規格といった宇宙規格になっているのが現状です。 
 
質問者① 
 ありがとうございます。やはりそうですよね。宇宙関連というと MIL 規格になってくる
のかなと思います。ただ、オーバーラップしているところとか、MIL 規格に嵌らないよう
な実験機器とか⺠間の規格を取り入れた試験も出てくると思うので、そういうところが有
用じゃないかなと思って聞かせていただきました。ありがとうございました。 
 
質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 緒方様 
 ありがとうございました。ノイズの対策をされたということなんですが、そもそもとして
どのようにしてそのノイズを見つけられたかということに関してお伺いしたいです。 
 
発表者 
 ノイズをどのようにして見つけたか、ということについてですが、まず放射の例を挙げて
みますが、測れないことにはどういったものかということが分からないので、基本的には試
験として何も対策しない状態で、この試験体からどういったものが出てくるかということ
を試験します。そして〜MHz で出てきたから CPU が怪しいんじゃないかというのを探っ
ていくような形となります。どうやって見つけたかというのは試験してこういう結果が得
られたからという風にして見つける形になります。 
 
質問者② 
 その供試体というのはノイズ対策の為に作られた供試体ではなく、何か実際の製品の基
盤なのですか？ 
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発表者 
 これは例としてなので、一般的な製品ではありません。ただノイズを見たいという形で作
ったものです。一般的には企業様の対策事例というのは守秘義務があって見せられない部
分もあるので、センターで作ったこういった簡単なものでご紹介するようにしています。 
 
質問者② 
 承知しました。もう一点なのですが、電磁界の可視化装置のご紹介もあったので、そうい
う放射系のノイズはそれであたりをつけていくのかなと思ったんですが、イミュニティ等
は知見が必要かなと思っておりまして、そういったところは実際の製品に対してはどうい
ったアプローチをされていますでしょうか？ 
 
発表者 
 イミュニティも基本的には、例えば放射のイミュニティを例にすると一回試験してみて、
基本的には 4 面に当てていくようなイメージなんですが、どの面に放射ノイズを当てた時
に誤作動したというのを考慮して、放射のイミュニティも一度試験をして評価するような
形ですね。 
 
質問者② 
 ありがとうございました。 
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